
新
潟
県
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

新
潟
県
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
を
定
め
る
告
示
（
令
和
四
年
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

新
潟
県
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
、
海
洋
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
三
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
は
、
別
表
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
算
出
し
た
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
全
額
を
百
円
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

新
潟
県
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
、
海
洋
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
は
、
別
表
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
算
出
し
た
額
が

百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
額
を
百
円
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表

別
表

一

占
用
料

一

占
用
料

占

用

区

分

単

位

金

額

占

用

区

分

単

位

金

額

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関

す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
等
を
除
く
。）
占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一
年

九
十
五
円

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係

る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
（
ケ
ー
ブ
ル
等
を
除
く
。）

占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一
年

九
十
五
円

漁
業
用
施
設

七
十
円

漁
業
用
施
設

七
十
円

そ
の
他

九
十
五
円

そ
の
他

九
十
五
円

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
１
起
業
者
の
名
称
静
岡
県

第
２
事
業
の
種
類
主
要
地
方
道
掛
川
浜
岡
線
改
築
工

事
（
小
笠
バ
イ
パ
ス
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
静
岡
県
菊
川
市
高
橋
字
上
竹
、
字

上
壱
町
田
、
字
佐
栗
谷
地
内

２
使
用
の
部
分
静
岡
県
菊
川
市
高
橋
字
上
竹
、
字

上
壱
町
田
、
字
佐
栗
谷
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
20

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
20条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

「
主
要
地
方
道
掛
川
浜
岡
線
改
築
工
事
（
小
笠
バ

イ
パ
ス
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）は

、
静

岡
県
菊
川
市
高
橋
字
中
山
地
内
か
ら
同
市
高
橋
字
佐

栗
谷
地
内
ま
で
の
延
長
10㎞

の
区
間
（
以
下
「
本

件
区
間
」
と
い
う
。）を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
主
要

地
方
道
改
築
工
事
で
あ
り
、
申
請
に
係
る
事
業
は
、

本
件
事
業
の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で

あ
る
。

３
法
第
20条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性


得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
路
線
は
、
静
岡
県
掛
川
市
を
起
点
と
し
、
菊

川
市
を
経
由
し
て
御
前
崎
市
に
至
る
延
長
約

279㎞
の
主
要
地
方
道
で
あ
り
、
菊
川
市
の
南
北

を
結
ぶ
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
地
域
住
民

の
通
勤
通
学
、
買
物
等
の
日
常
生
活
を
支
え
る
と

と
も
に
、
第
一
東
海
自
動
車
道
菊
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
っ
て
お
り
、

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
物
流
・
生
産
拠

点
等
を
結
ぶ
地
域
経
済
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
路

線
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
路
線
は
第
１
次
緊
急
輸
送
路
と
し

て
、広
域
的
な
重
要
道
路
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
で
、

輸
送
の
骨
格
を
な
す
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和
27年

法
律
第
180

号
）
第
３
条
第
３
号
に
掲
げ
る
都
道
府
県
道
に
関
す

る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路

法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
20条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
20条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
で
あ
る
静
岡
県
は
、
主
要
地
方
道
掛
川
浜

岡
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）を
道
路
法
第
７

条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
道
に
認
定
し
、
同
法
第

15条
の
規
定
に
よ
り
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
、
既
に

本
件
事
業
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か

ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
20条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
一
号

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
新
潟
県
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促

進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
七
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝


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